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  Brief

アウトソーシング、マネージドサービスプロバイダー向けライセンスプログラム概要
Discussion

マイクロソフトではアウトソーサーとマネージドサービスプロバイダー（厳密にはアウトソーサーに類す）向けに大別して二つのライセンスプログラム（社内利用向けと商用ソフトウェアサービス向け）を提供しています。社内利用向けライセンスプログラムには次のものが含まれます。　　　　　ハードウェアに予めインストールされているOEMライセンス、リセラーを通じて提供するパッケージ製品(FPP)、そしてマイクロソフトボリュームライセンスプログラム; VL（Open, Select, Enterprise Agreement(EA)）です。これらのライセンスでは、マイクロソフト製品を自社の従業員が利用することを企業に許諾しておりますので、アウトソーサーが顧客に提供する目的で取得はできません。サービスプロバイダーライセンスアグリーメント（SPLA；スプラ）が商用ソフトウェアサービス向けのライセンスプログラムで、アウトソーサーがマイクロソフト製品を使ったホスティングサービスやASPサービスなどを顧客に提供する場合に締結いただくライセンスプログラムになります。
Licensing Choices
	利用シナリオ
	概要
	ライセンス種別
	誰がライセンスを所有（許諾）するか

	(1) アウトソーサーがITマネージメントサービスを、ライセンスを取得している顧客向けに提供する場合
	· 顧客がライセンスを取得.

· アウトソーサーはソフトウェアの管理を含む、ITマネージメントサービスを顧客に提供
	社内利用(OEM, FPP, or VL)
	顧客

	(2) アウトソーサーがITマネージメントサービスの一部として顧客に代わってライセンスを取得する場合.
	· アウトソーサーが顧客に代わってライセンスを調達（ただしライセンス資産は顧客のものになる）
· アウトソーサーがソフトウェアの管理を含めて顧客のIT環境を管理、運用する場合。
	社内利用(OEM, FPP, or Openライセンス)
	顧客

	(3) アウトソーサーがITマネージメントサービスを提供する目的で、顧客のセレクトライセンス、EA契約で許可された範囲でライセンスを取得する場合
	· アウトソーサー及び顧客は、セレクトライセンスまたはEAのアウトソーサーエンロールメントをマイクロソフトと締結。
· この手続きによりアウトソーサーは顧客のセレクト契約、EA契約の中でアフィリエイトとして位置づけられることになります。
· エンロールメント期間中は、アウトソーサーは顧客のために　ライセンスを取得出来ます。
· エンロールメント期間満了後は、ライセンスは顧客に譲渡されるか、または自動的に利用期間終了を迎えます。
	社内利用(Selectライセンスまたは EA)
	アウトソーサーエンロールメント期間中は、アウトソーサー

	(4) アウトソーサーが顧客にホスティングされたソフトウェアサービスを提供する場合
	· アウトソーサーはマイクロソフトとSPLAを締結します。
· アウトソーサーは顧客に提供するマイクロソフトのソフトウェアの非永続ライセンスをサブライセンスします。
· アウトソーサーは毎月１回、顧客のソフトウェア利用料をマイクロソフトに流通会社を通じて報告し、関連するソフトウェア利用料を支払います。
	商用サービス (SPLA)
	アウトソーサー 


Q&A　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　質問;  仮にアウトソーサーがマイクロソフト製品をプレインストールされたハードウェアを購入して、ホスティングサービスを提供することは出来ますか？
回答:   いいえ出来ません。OEM エンドユーザーライセンスアグリーメント（EULA:ユーラ）では商用ホスティングサービスは許諾されておりません。しかし、アウトソーサーは顧客が取得したライセンス、または顧客に代わって取得したライセンスをインストールされたハードウェアなどを運用するサービスの提供は可能です。 
質問:  アウトソーサーはOpenライセンスや店頭で販売されているパッケージ製品（FPP）を使ってソフトウェアサービスをエンドユーザーに提供することが出来ますか？
回答:   いいえ出来ません。エンドユーザー向けのライセンスはあくまでも社内利用に限定されているからです。しかしアウトソーサーが顧客の代わりにライセンスを調達（ライセンス資産は顧客のものになる）して、ライセンスの管理を含む運用サービスを提供する場合は可能となります。
質問: どうすればアウトソーサーは顧客に代わってライセンスを取得したり、ソフトウェア管理サービスを提供できますか？
回答: その場合は、①　セレクトライセンスまたはEAのアウトソーサーエンロールメントをマイクロソフトと締結。　②　アウトソーサーが顧客に　代わってライセンスを調達（ただしライセンス資産は顧客のものになる）。対象はOEMライセンス、Openライセンス、FPP。
以上二つの方法で対応可能です。もしアウトソーサーがホスティングされたソフトウェアサービスを提供する場合は、SPLAの締結が必要です。
質問: ライセンスはアウトソーサーと顧客の間で譲渡することが出来ますか？
回答: ライセンスの譲渡についてライセンスプログラム毎にルールが定められております。OEM ライセンスの場合はソフトウェアのインストールされているハードウェアと一緒に譲渡されなければなりません。FPP ライセンスの場合は、販売時の箱に入っていたもの一式と共に譲渡される必要があります。Open ライセンスの場合は、Open契約に纏わる全てのものと一緒に譲渡されなくてはなりません。セレクトライセンス、EAの譲渡についてこちらをご参照下さい。http://download.microsoft.com/download/5/8/f/58fce148-01d7-457d-9a8b-52df61fb27ba/Brief_Transfer_of_License20050922_revised_v2.pdf.
  しかし、顧客がライセンスをあるアウトソーサーに譲渡した場合、アウトソーサーはそれらのライセンスをアウトソースされたソフトウェアサービスを提供するために利用は出来ません。これら社内利用に限定されたライセンスは、ライセンスを受けた企業が社内で利用するためだけに利用されなくてはなりません。
備考: 本マイクロソフトボリュームライセンスプログラム概要は概略としての情報提供を目的とするため、各ライセンスプログラムの詳細については、各ライセンス契約書をご参照下さい。
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